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責任ある研究のための 

発表倫理を考える 
東北大学高度教養教育・学生支援機構編 

 

盗用、不適切なオーサーシップ、二重投稿…。責任ある研究を遂行するためには、研究成果

の発表も誠実に行う必要がある。発表倫理の第一人者、生命科学・人文社会科学の研究者が

論じる研究倫理の動向と、言語教育の専門家が提案する盗用防止策。 

 

 

 

 

 
                                         

📚 ご注文は、お近くの書店、または、東北大学出版会ウェブサイトにてお申込みください。 

東北大学出版会 

〒980-8577 仙台市青葉区片平 2 丁目 1-1 東北大学構内 

Tel: 022-214-2777  Fax: 022-214-2778  E-mail: info＠tups.jp  ウェブサイト http://www.tups.jp/ 
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